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三
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(
A
.
ヶ
ネ
丨
は
自
然
法
を
物
理
的
p

f

fな
自
然
秩
序
と
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
道
徳
的
I

I

な
秩

序

へ
"
人

に
分
け
：、
，
.つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。「

あ
ら
ゆ
る
人
間
の
権
力
は
、

神
に
.よ
：
っ
て
制
定
.さ

れ

た

こ

の

醫

篇

に

従

わ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

.

…
…

と

の

法
則
丈

あ
ら
.
f
実
定
法
の
根
本
I

す
規
律
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
実
定
法
は
、
明
ら
、か
_に
人
類
に
最
も
有
利
な
自
然
的
秩
序
に
関
す
る
管
理
の
法
に
す
か

5 ( 

で
あ
る
。」
.

Ibid, P. 3
7
5
.

訳
同
七
七
頁
。
 

I

(

5)

平
田
清
明
.「
経
済
科
学
の
創
造」

岩
波
書
店
、
こ
の
著
書
の
ヶ
ネ
丨
と
ル
ソ
丨
の
対
比
の
し
か
た
は
、
.基
本
的
に
は
正
し
、，
と

、
’っ

て

ミ

と

思

う

。

レ 

ソ
丨
と
U

ふ

、
革
命
主
義
と
保
守
主
義
と
い
I

純
な
対
比
で
は
理
解
さ
れ
な
い
。
こ
め
よ
う
な
と
ら
え
方
は
|

、_重
農
主
義
を「

封i

反
動」

と
；;

H

む 

そ
れ
 

f 

I

L

P

t

こ
の
よ
う
に
ル
ソ
-
と
ヶ
ネ
1
を
、
商
品
関
係
の
把
握
と
い
1

で
同
じ
路
線
に
接
近
さ
せ
る
こ
と
は
そ
れ
I

と
し
C

I」

、
が
、
そ
の
,
H

 
ニ

人
の
思
想
上
お
よ
び
視
点
の
差
を
ぬ
り
つ
ぶ
す
こ
と
の
危
険
は
議
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.
Hル
ソ_

.
法
表
象
、
ヶ
ネ
丨
.
経
済
的
謹

係
、
3
レ
ノ
，
丨

の
意
志
に
も
と
づ
く
契
約
社
含
成
立
、
ヶ
ネ
丨
•
人
間
の
意
I

超
え
た
神
の
秩
序
、

5

ソ
！

歴
史
の
一
定
段
階
で
の
契
約
成
立
、
n

t
 

•

不
在
永
久
不
易
の
神
の
秩
序
0
\

(

6) 

F
.

のuesnay; 

ibid., p. 3
7
1
.

訳
六
九
頁
。

(

7
、

Mirabeau; 

Eloge fundbre de M. Frangois Que
s
n
a
y
,

ゴ
.7.

/-
~
8

) 

*
l
2 .
g souverains 
パ F

.

4Duesnay; 

ibid., p. 3
7
5
.

訳
七
七
頁
。
 

,

(
0
0

平
田
淸
明
贫
馨
一
二
五
頁
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
ヶ
ネ
丨
が
社
会
を
そ
の
法
表
象
に
お
い
て
で
は
な
く
、
経
済
的
秩
序
と
し
て
明
確
に
把
蜜
し
た
こ 

と
か
ら
す
ぐ
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
 

{

(

10) 

F

•
の in

a
y
;

 

ibid., 

P. 3
7
5
.

訳
七
七
頁
。

(

u) 

Emile, oeuvre

TO
e
wけ
。
§
 

H
<!
p 

訳
中
巻
一
三
八
頁

*

(

12) 

Ibid., p. 

167.

訳
中
巻
一
五
一
頁
。

料

日
本
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
イ
ン
研
究
史

(

続)

資
一
マ
ル
サ
ス
の
紹
介

ニ

福
田
徳
三 

三

河

上

蕺

_

四

土

田

杏

村(

以
上
五
九
卷
三
号)

五
無
政
府
主
義
思
想
史
研
究(

五
九
卷
六
号)

六
人
口
論
史
研
究(

以
上
本
号) 

-

i
ハ
人
口
論
史
研
究

前
回
に
記
し
た
ょ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
の
水
準
は
全
体 

に
低
い
。
そ
し
て
そ
の
中
で
も
、
特
に
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
関
心
が
乏
し
い 

理
由
と
し
て
は
、
直
接
行
動
の
，原
於
を
求
め
た
日
本
の
ア
ナ
キ
ス
ト
に
と
っ
て 

ゴ
ド
.ウ
ィ
ン
.の
思
想
は
全
く
木
適
当
で
あ
っ
た
と

い

う

こ

と

と

、
ま
た
先
進
国 

の
ア
ナ
キ
.ス
ト
自
身
、が
、
た
と
え
ば
プ
ル
ド
ン
や
'、ハ
ク
I 
二
シ
は
ゴ
ド
ウ
イ
ン 

に
つ
い
て
の
知
識
を
ほ
と
ん
、ど
持
た
ず
、
，.ま
た
彼
を
高
く
評
価
し
た
ク
ロ
ボ
ト 

キ
ン
も
、
彼
に
影
響
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、.
そ
の
思
想
が
形
驼
さ
れ
た 

の
ち
に
彼
と
め
類
似
性
を
知
つ
た
に
す
ぎ
な
い
，の
で
、
ゴ
ド
ウ

イ

ン
研
究
を
•怠 

日
本
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
史(

続)

つ
て
い
_た
と
い
う
こ
と
が
考
え
-ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、.
ア
ナ
キ
ズ

ム

..研

究

に

お 

け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
論
は
、
断
片
的
な
概
説
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

:

こ
れ
に
^

し
て

、

日
本
に
お
い
て
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
認
識
が
比
較
的
進 

ん
で
い
た
の
は
、

マ
ル
：サ
ス
研
究
を
中
心
と
す
る
人
口
論
史
研
究
の
分
野
で
あ 

っ
た
。
.前
々
回
の
冒
頭
で
触
れ
た
ょ
う
に
、
わ
が
国
で
は
経

済

学

史

研
究
の
水 

準
が
高
く
、
，そ
の
中
で
も
近
代
国
家
形
成
期
に
お
け
る
人

口
論
の
重
要
性
は
早 

く
か
ら
認
識
さ
れ
て
.マ
ル
サ
ス
が
紹
介
さ
れ
、
し
か
も
マ
.ル
サ
ス
は
そ
の「

人 

P
の
原
理」

に
お
.い
て
'
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
を
ぞ
の
第
一
の
論
敵
と
し

て
正
而
か
ら 

攻
撃
を
加
え
て
い
た
た
め
、
人
口
論
史
研
究
に
お
い
て
は
、
他
の
分
野
以
上
に 

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
：対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

氺 

* 

*

マ
ル
サ
ス
の「

人
口
の
原
理」

が
明
治
初
期
に
紹
介
さ
れ
て
の
ち
、
大
正
に 

入
っ
て
一
九1

六
年(

大
正
五
.年)

、

マ
ル
サ
ス
生
誕
百
五
十
年
ひ
春
を
迎
え
、
 

京
都
法
科
大
学
は
そ
の
記
念
講
演
会
を
催
し
、

そ

の

内

容

を「

経
済
論
叢」 

(

第
二
巻
第
五
号)

.
に
苒
録
し
た
。
そ
れ
は
、ま
る
さ
す
先
生
略
伝(

内
田
銀
蔵)

、
 

ま
る
さ
す
人
口
論
要
領(

河
上
肇)

、
.
ま
る
さ
す
人
口
論
ノ
研
究
方
法
ニ
就
イ
テ

ニ
ー一

五

(

九
六

九)



(
財
部
静
治)

、

ま

る

さ

す

人

口

論

出

版

当

時

ノ

反

対

論

者

特

ニ

 

.

生

.存
権

：論

者
 

八
福
⑴
徳
三)

、
.ま
る
.さ
す

以

後

ノ

人
.ロ
.論(

米
田
庄
太
郎)

.、
:新
ま

^
さ

.

.

す

主

.義

.

 

;(

神
戸
正
雄)
、
：
人

P
論

ノ

学

問

上

ノ

性

質(

戸
田
海
市)

、

馬

.ト
人

ノ

人
P
受

胎 

術

ヲ

論

ジ

テ「
人

：ロ
論」

.

.

ニ
；
及

ブ

：

(

石
川
日
出
鶴
丸
>

、

.

.

支

那

及

日

本

ノ

人

口

論 

.

(

滝
本
誠
一)

,:

徳

川

時

代

ノ

入

ロ 

.
(

本
庄
栄
治
郎)

、
.
社

会

階

級

別
.ト
出

生

率

.ト 

ノ
.関
係(

高
田
保
馬)

、

欧

洲

戦

後

ノ

人
0'
:

(

小
川
郷
太
郎)

、

ま

る

さ

す

及

ビ

.人 

ロ

論

関

係

書

目

、

ま

る

さ

す

生

誕

百

五

十

年

記

念

会

記

事

、

と

.

.

い
.う
大

部
0
も 

の
.で
あ

る

。
.
.
-
i

x

.

'

..

.
こ
の
中
で
獮
上
伯
、
.

「

人
ロ
の
原
理」
の
各
版
の
差
を
検
討
し
、

初
版
と
ニ 

版
以
下
の
差
に
つ
い
て
、「

今
余
’ハ
此
ノ
如
キ
見
解
ノ
相
違
ヲ
生
ズ
.ル
ニ
lg
■リ 

シ
.原
囚
ヲ
以
テ
、
ま
る
さ
す
ガ
物
的
人
世
観
ョ
リ
心
的
人
世
観
ニ
近
寄
リ
シ
ガ 

為

ナ

リ

ト

信

ブ

ル

.
。

」

P
一
七
べ
ー
ジ

)

•-
.此
ソ
如
ク
人
口
論
全
体
ノ
結
論
ガ
、
社 

会
ノ
改
.
Mハ
絶
望
デ
'ハ
無
イ
ト
云
フ
コ
ト
二
：為
ッ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
ソ
コ
デ
最
初 

ハ
埤
ラ
ご
ど
ゐ
ん
等
ノ
理
想
社
会
論
ヲ
攻
擊
ス
ル
為
二
著
サ
レ
タ
氏
ノ
人
口
論 

ハ
、
第
二
版
以
下 >1

於
イ
テ
ハ
殆
ド
其
攻
擊
ノ
的
ヲ
失
ッ
テ
仕
舞
ッ
タ…

…
」 

(

三
一
ベ
ー
ジ

)

と
^
ベ
る
が
、
ぐ
道
徳
的
抑
制
に
つ
い
て
の
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
影
響 

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

一
方
福
田
は
、
生
存
権
に
も
と
づ
く
経
済
政
策
の
立
場
か
ら
、

マ
ル
サ
ス
の
.
 

「

人
口
の
原
理」

.に
対
す
る
反
対
論
者
の
う
ち
生
存
権
の
主
張
に
基
い
て
立
.て 

ら
れ
.た
反
対
論
を
最
も
重
視
し
、「

ま
る
さ
す
ノ
人
ロ
法
則
が
社
会
政
策
ノ
理 

想
ト
一
致
シ
難
キ
所
以
ヲ
最
モ
十
分
ニ
指
摘
■ク
タ
ル
モ
ノ
ハ
別
人
-一
ア
ラ
ズ
皱 

ガ
畢
生
ノ
論
敵
タ
ル
う
.ゐ
り
あ
む
、
ご
ど
う
.ゐ
ん
其
人
.ナ
リ」

(

六
"へ
ー
ジ)

と

.

 

い
う
。
そ
し
て
マ
ル
サ
ス
と
ゴ
ド

ウ

'イ
ン
は
共
に「

人
間
の
完

全

性」

と
い
う

■

.一.三

六

(

九
七
〇)

'

先

天

的

範

曝

に

つ

い

.て

議

論

を

応

酬

し

た

に

す

ぎ

な

い

が

、

「

於
い
い
か
ん/
i
 

ノ
.
.吾
人
3
リ
シ
テ
之
；ヲ
見
レ
バ『

人
間
ノ
完
全
性』

'か
.や
；！'降

ハ

ハ
令 

ク
ハ
無
用
-
!属

：ス
ル
ヲ
：認
メ
：
ザ

.ル
能
.ハ
.ザ

ル

ト

同

が

11 .

ル
^'i

ハ4-. > 、！

免
^'
b 

ム
フ
レ
タ
ル
社
会
政
策
的
価
値
論
ハ
■向
後
更
ラ
一
一
其
重
务
”
か
ハ
か
い
や
紙
ル
ル 

.力

.ラ
ザ
ル
底
ノ
根
本
問
題
ニ
接
触
.ス
，ル
.モ
ノi

リ
。

」
(

六
ぺ
ー
ジ

)
(

傍
点
福
m) 

'と
な
し
、
人
口
論
争
を
こ
の
新
た
な
意
義
に
.お
い
て
解
釈
し
こ
れ
.に
淸
新
な
る 

，光
：明

を

与

え

た

も

の

と

し

.
'て、
.Friedrich .Albert 

Lange, 

s s. 

Mills

.
 

.Ansichten Uber 'Me:, soziale .Fruge. 
_
d
:
d
i
e angebliche

..
 Umw&lzung 

der 

Sozialwissmschaft 

f
c
h

 CPTey, 

1866.

を
举
げ
て
い
る
。
こ
う
し 

:て
福
田
.に
お
.い
.て
；は
、
.人
口
法
則
と
社
会
改
革
と
.の
対
立
は
、
人
口
法
則
と
社 

会

政

策

め

，根

本

的

矛

盾

の

対

立

と
■し

て
把
握
さ
れ
、
財
産
論
に
お
い
て
.最
も
有 

力
に
生
存
権
を
主
張
し
た
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
極
め
て
好
意
的
に
扱
わ
れ
た
*
こ
の 

ょ
う
に
.福
由

は

，、

人

口

論

争

を

社

会

政

策

論

の

一

、
環

と

し

て

と

り

上

げ

た

と

こ 

ろ
に
.特
微

が

あ

る

.。
：

.

：

* 

氺 

氺

.

そ

の

後

七

年

を

経

て

、

ー
九
ニ
ー
ー
ー
年

(

大
正 
一
二
年

)

に
は
、

津
田
誠
一
が 

「

三
田
学
会
雑
誌」

(

一
七
卷
ー
号)

に

「
『

政

治

的

正

義

』

と『

人

口

論』」

を

書 

い
て
い
る
。
こ
こ
で
津
田
は
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
に
つ
い
ズ
、
そ
の
精
神
改
造
論
に 

.承
服
し
な
い
と
言
い
つ
つ
も
、

次
の
ょ
う
に
言
う
。「

遊
業
革
命
以
後
の
駸
 々

た
る
経
済
琪
情
の
発
展
は
、

一
旦
は
其
影
を
没
せ
る
ゴ
ド
牛
ン
の
理
想
主
義
を 

• 

U
1
十
世
紀
の
現
代
に
召
還
し
て
、
更
に
.一
層
熾
烈
な
る
勢
威
を
以
て
西
現
す
る 

'に
至
：っ
だ
の
で
■あ
る
。
'

Karl K
a
u
t
s
k
y

が
社
会
主
義
的
社
会
に
於
て
は
爾
今 

一
世
紀
を
閲
す
る
も
尚
人
口
過
剰
の
^
惧
無
し
と
断
言
す
る
が
如
き
は
遙
遠
の

難
関
に
.対
し
て
は
未
知
の
救
済
手
段
を
予
期
し
得
可
し
と
云
へ
る
ゴ
ド
ヰ
ン
の 

楽
観
論
を
亊
実
の
上
に
立
証
す
る
も
の
で
は
な
い
チ
。
M
に

又Herbert 

S
p
e
n
c
e
r

が
人
類
の
発
達
は
其
生
殖
力
を
減
退
し
出
産
率
を
低
下
す
可
し
と
推 

論
す
る
は
、
長
年
月
の
間
に
は
如
何
な
.る
変
化
の
勃
発
す
る

や
測
り
難
し
と
云 

<

る

ゴ
ド
ヰ
ン
の
所
言
を
生
物
.学
の
上
に
裏
麇
す

る
も

の
で
は
無
い
乎
。

」
(

一
 

〇
三
べ
I
ジ)

津
田
の
論
文
は
彼
の
マ
ル
サ
.ス
論
の
第
一
章
と
し
て
書
か
れ
た 

断
片
的
な
も
の
な
が
ら
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
社
会
主
義
的
人
口
論
と
の
つ
な
が
り 

を
見
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

の
楽
観
説
の
実
現
の
可
能
性
.をEf -

く
も
予
想
し
て
い
る
点 

は
興
味
深
い
と
い
え
ょ
ぅ
。

氺 

氺

，

*

翌
年
に
は
，
■わ
が
国
最
初
の
マ
ル
サ
ス
研
究
の
舉
行
書
と
し
て
、

藤
村
信 

雄

「

人
口
論
マ
ル
サ
ス』

説
の
研
究」

.が
現
わ
れ
、

さ
ら
に
そ
の
翌
年
に 

は
神
永
文
三「

•マ
ル
サ
ス
の
人
口
論」

が
出
た
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
と
し
て 

は
特
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
く
、
そ
の
あ
と
を
受
け
た
玉
井
茂「

人
口
思
想
史 

論」
(

一
九
二
六
年
、

大

正

■
一

 
五
年
、

四

六

判

三

七

五

。へ
ー
ジ

)

が
、
そ
の
第
三
篇 

を

「

ウ

ィ

リ

ア

ム
•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
思
想」

と
題
し
、
世
に
埋
も
れ
て
い
る
ゴ 

ド
ウ
ィ
ン
の「

人
口
論」

を
、
や
や
詳
し
く
紹
介
し
.て
い
る
。
そ
：の
；

S

容
は
、
■
 

第
一
章
緒
論(

一
、
人
ロ
思
想
上
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
地
位)

、
第
.

一

ー
章
ゴ
ド
ウ
ィ
シ 

の
社
会
思
想
要
略(

一
、

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
社
会
思
想
を
知
：る
の
要
、
ニ
、
.「

政
治
的 

正
義」

、
三
、
社
会
的
弊
害
.の
原
因
、
四
、
社
会
改
造
の
必
.要)

、

第
.三
章

「

政
治 

的
正
^
^

」

に
あ
ら
は
れ
た
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
人
口
思
想(

■、
理
想
的
財
産
制 

度
、
ニ
ノ
理
想
的
財
產
制
度
と
人
！！
、
三
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
.考
と

マ
ル
サ
ス
の
考
と 

.類
似
せ
る
所
あ
れ
ど
も
根
本
的
に
異
な
れ
り
、
四
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
流
の
批
評
，に
'対

日
本
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
イ
ン
研
究
史(

続)

す
る
答
弁
、
五
'
理
想
的
財
産
制
度
が
人
口
過
剰
の
原
因
と
な
る
ベ
し
と
の
批
評
に 

対
す
る
答
弁
、
六
、
以
上
の
要
領)

、

第

四

章

「
人

口

研

究

」

に

あ

ら

は

れ

た

る

.ゴ 

ド
ウ
ィ
ン
.の
^C

ロ
思
想
.

(

一
、「

人
口
研
究」

、
ニ
、
マ
ル
サ
ス
説
に
実
証
的
根
拠
薄 

.弱
な
り
と
の
.考
、
三
、
マ
ル
サ
ス
説
を
非
人
道
的
な
り
と
す
る
考
、
四
、
マ
ル
サ
ス 

"の
所
謂
人
口
の
幾
何
学
級
数
的
増
加
を
認
め
ず
、
五
、
人
口
増
加
に
関
す
る
ゴ
ド
ウ 

ィ
ン
自
身
の
積
極
的
な3̂,

見
、
六
、
人
口
制
限
の
原
因
、
七
、
生
活
資
料
の
増

加

、 

.八
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
.の
人
口
論
の
要
略
、
九
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
：人
口
政
策)

、
第
五
章 

結

論(

一
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
人
口
思
想
の
価
砠
、
一
一
，
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
理
想
主
義
の 

光
輝)

と
詳
細
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
ル
サ
ス
が
生
活
資
料
を
も
つ
て
人
口
を
制
限 

す
る
も
の
と
，主
張
し
た
の
に
対
し
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
社
会
制
度
が
生
活
資
料
を 

制
限
す
る
こ
と
を
高
調
し
た
.と
云
■い
、
ま

た「

人
口
研
究」

Q
a
^
r
i
p
^
J

g.
ミ 

concerning 

Fdpdation, 

i Enquiry, concermng the F
m
e
r

 of Increase m

 

the 
一
 N

u
m
b
e
r

O

J
-ânkindr lein

la
^

S -

_
祭
§
»
^

0
3 

that 

s
i
e
a
,
1
9
2
0
.
)

を
、「

其
の
前
著
，『

政
治
的
正
義』

の
如
く
、
世
に
喧
伝
せ
ら 

れ
る
こ
と
な
く
し
て
、.
埋
も
れ
て
居
る
や
う
で
は
あ
る
が
、」

.

「

人
口
に
関
す
る 

社
会
主
義
的
思
想
の
先
駆
を
な
し
て
居
る
点
に
於
い
て
、
学
問
上
相
当
逭
大
な 

r
値
を
有
す
る」

(

一
六
六
ぺ
ー
ジ

)

.と

し

て
.詳
し
く
紹
介
し
^

玉
由
は 

「

全
編
矢
張
り
理
想
家
と
し
て
，の
臭
味
を
全
然
脱
却
す
る
こ
と
は
出
来
て
居
な 

い
，ょ

う

で

あ

る

。

又

其

の

、
マ
ル
.
サ

ス

説

の

批

評

の

仕

方

も

稍

々

公

平

を

欠

い

で 

居
る
や
う
で
あ
る
•，.
—

.
•
マ
ル
.
.
.
サ
ス
.説
中
の
道
徳
的
節
带
の
部
分
を
比
較
的
軽
く 

見
た
り
、
却
つ
て
幾
何
学
級
数
的
人
'ロ
增
加
と
云
.ふ
や
う
な
こ
と
を
頗
る
重
大 

視
し
て
居
た
り
な
ど
す
る
見
る
と
ど
.う
し
て
も
公
平
を
欠
い
で
居
る
と
し 

か
思
は
れ
な
い」

(

一
六
七
ぺー

ジ)

と
批
判
的
で
あ
つ
て
、

「

歴
史
的
評
価
を

一
三
七(

九
七
一)



Is
れ
た
純
然
た
る
学
問
と
..
し
て
の
人
口
.論
の
立
場
か
ら
見
る
と
き
.に
は
、
多
く 

の
学
者
の
認
む
る
が
如
く
、
'ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
人
口
思
想
な
る
も

.

の
も
、
.著

し

く 

其
の
光
輝
を
失
ふ
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
其
は
、

マ
ル
サ
ス
説
の
誤
解
か
ら 

出
発
し
た
想
像
論
で
あ
り
、感
情
論
で
あ
る
。
彼
が
一
方
に
於
い
て
、人
口
制
限 

の
必
要
な
き
こ
と
を
認
め
な
が
ち
、
他
方
に
於
い
て
又
理
性
の
発
達
が
終
に
は 

人
間
の
繁
殖
を
妨
ぐ
る
に
到
る
か
も
知
れ
な
い
と
説
い
て
居
る
が
如
き
に
到
っ 

て
は
、
結
局
道
徳
的
節
制
に
ょ
る
調
和
を
予
想
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
前
後
大 

い
に
議
論
が
矛
盾
し
て
居
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
(

一
九
ニ
ぺ
ー
ジ

) 

と
結
論
し
た
。
玉
井
に
ょ
れ
ば
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
光
輝
は
実
証
的
人
口
論
で
は 

な

く「

彼
の
中
心
思
想
-

即
ち
其
の
社
会
改
造
の
原
理
を
説
く
方
面」

で
あ 

っ
て
"
そ
こ
に
理
想
論
と
し
て
の
片
鱗
が
あ
る
。
.「

人
口
思
想
家
と
し
て
の
権 

威
が
無
い
に
し
て
も
、
革
命
思
想
家
'と
し
て
の
彼
の
こ
.の
高
い
地
位
が
奪
は
れ 

る
と
云
ふ
時
期
は
、
か
く
し
て
、
恐
ら
く
、
永
久
に
来
な
い
で
あ
ら
う
。

」
(
一

九 

三
べ
丨
ジ) 

,

■<
.
-■

玉
井
の
こ
の
書
は
、
.日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
人
口
論
史
の
記
述
と
い
う
ぱ 

か
り
で
な

く

、

一：般
に
軽
視
さ
れ
て
い
る
ゴ
ド
ヴ
ィ
ン
の

.「

人
口
論」
に
関

す 

る
最
初
の
叙
述
で
も
あ
る
。

そ
こ
に
は
、

マ
ル
サ
ス
に
道
徳
的
抑
制
の
考
え
を 

教
え
た
コ 

K ウ
ィ
ン
の
 

j%oughts Occasioned 

by 

the 

Perusal of 

b
r
.

 

par's Spital Sermons, 

1
8
0
1
,

へ
'の
言
及
が
な
く
、
ま
た
■.ゴ
ド
ウ
ィ
ン

.評 

価
に
は
不
正
確
な
点
も
多
い
け
れ
ど
も
、
ゴ
ド
ウ
ィ

ン
を
も
っ
て
人
口
に
関
す 

る
社
会
主
義
思
想
の
先
駆
と
な
レ
，
そ
の
人
ロ
論
を
非
学
問
的
と
言
い
な
が
ら 

そ
の
社
会
改
造
の
原
理
を
高
く
評
価
す
る
と
.い

う
立
場
は
、，
こ
こ
に
そ
の
出
^
.
 

点
が
与
え
ら
れ
た
。
 

.

1

三

八

(

九
七一1)

本 

氺 

木

.
っ
い
で一

九
ニ
八
年(

■

三
年)

に
は
、
小
樽
高
商
教
授
南
亮
三
郎
の「

人 

ロ
法
則
七
生
存
権
論」

が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
序
に
お
い
て
著
者
は
、
大
正
十 

一
一
年
秋
小
樽
高
商
図
書
館
に
て
故
大
西
教
授
の
蔵
書
中
か
ら
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の 

「

人
口
論」

を
見
出
し
た
時
の
感
慨
を
伝
え
、

:

.

あ
i
然
し
、
撼
軻
不
遇
の
裡
に
繞
か
に
送
り
得
た
る
彼
れ
が
後
半
生 

を
想
ふ
と
き
、
嘗
っ
て
は
一
世
を
風
靡
し
た
社
会
思
想
家
と
し
て
の
彼
れ
自 

力
ら
の
地
位
を
も
.顧
り
み
る
遣
な
く
、
晚
年
を
捧
げ
て
人
口
論
の
よ
り
実
証 

的
な
る
研
究
に
着
手
し
生
涯
の
論
敵
た
り
し
マ
ル
サ
S

猛
烈
な
る
駿
擊
を 

力
ふK?

に
至
っ
.た
彼
れ
が
.心
情
に
、
誰
れ
か
同
情
の
涙
を
禁
じ
得
ざ
る
も
の 

.
が
あ
ろ
う
。' 

.

.
;

私
は
異
常
の
感
激
と
熱
情
と
を
も
っ
て
、
貪
ぽ
る
や
う
に
そ
X
を
読
ん
で 

行
っ
た
。
さ
う
し
て
私
は
、

一
っ
に
は
此
の
不
遇
の
思
想
家
に
対
す
る
已
み 

:

が

た

き

同

情

の

念

と

,'
'

今

一

っ

に

は

私

自

身

が

い

っ

も

持

っ

学

問

的

な

或

る
 

.
反
抗
心
か
ら
之
れ
を
翻
訳
し
よ
う
と
決
心
し
た
ご
0 
ニ
べ
！
ジ)

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
著
者
の
興
味
は
マ

ル

サ

ス

へ
向
っ
た
た
め
、
翻
訳
を 

中
断
、
こ
れ
に
代
え
る
は
ず
の「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究」

.
も
つ
い
に
現
わ
れ
な
か 

っ
た
。
だ
が
南
は
、
な
ぜ
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
が
、
不
得
意
.な
人
口
の
実
証
的
研
究
に 

よ
っ

て

ま

で

マ
ル

サ

ス

ベ
の
反
撃
を
し

.よ

う

と

し

た
か
を
問
い
、
そ
れ
は
単
な
.
 

.る
個
人
的
感
情
で
は
な
く
、「

ゴ
ド
ヰ
ン
の
最
後
の
勞
作
に
於
て
、
如

可

な

る 

社
会
思
想
家
も
、
如
何
な
る
社
会
科
学
者
も
、

一
度
び
は
通
過
せ
ざ
る
を
得
ざ 

る
基
本
問
題
の
、
底
深
く
潜
み
あ
る
の
を
見
た…

…

日

く

、

如

何

な

る
社
会
 ̂

想
の
提
唱
も
、
：如
何

な

る
社
会
改
造
の
企
て
も
、
.人
口
問
題
へ
' の
究
明
を
措
い

て
は
意
味
を
為
さ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
是
れ
で
あ
る
。

」

.

(

四
丨
五
ぺ
ー
ジ

)

と
答
え
.

w

 

い
る
。
そ
こ
で
こ
の
書
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
を
正
面
か
ら
と
り
上
げ
た
も
の
•で
は 

な
い
が
、
人
口
法
則
と
生
存
権
を
対
立
せ
し
め
、
貧
困
を
社
会
の
罪
と
し
貧
を 

救
い
生
を
保
障
す
る
こ
と
を
社
会
の
義
務
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
、「

恐
ら
く

一
 

切
の
社
会
主
義
者
は
ゴ
ド
ヰ
ン
の
後
裔
で
あ
る」

(

本
文
ニ
ぺ
ー
ジ

)

と

い

う

ょ 

う
に
、
人
口
法
則
対
生
存
権
、

マ
ル
サ
ス
対
ゴ
.ド
ウ
ィ
ン
と
し
て
、

常
に
ゴ
ド
'
 

ウ
ィ
ン
を
念
頭
に
置
い
て
い
，る
。
そ
し
て

ぼ
ぼ
A 

• メン
ガ
ー
の.bos.

P,
UJ. a

e
n

 

volleTi

'
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g
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c
h
w
h
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c
h
e
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 D
a
r
s
t
e
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u
n
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.
 

に
従
.つ
.
，
て 

K
e
c

s:
a
u
f
.
d
<D
n .vollen.. Arbeitsortra

oq,
urocnl:

.

auf Hxis* 

tenz, Recht 

auf A
r
b
e
i
t

の
.
三

つ

の

経

済

的

基

本

権

を

た

ど

b
、」

ゴ
ド
.ウ
ィ 

ン

のdegrees 

of 

p
r
o
p
e
r
t
y

を
紹
介
し

て

こ

.
れ

と

照

合

さ

せ

、
.
理

领

の
無
 

限
の
進
歩
、
人
口
増
加
の
微
弱
と
い
う
ニ
前
提
に
ょ
っ
て
そ
の
平
等
社
会
論
が
.
 

樹
立
さ
れ
る
の
で
、
こ
.の
点
で
の
み
メ
ン
ガ
ー
の
生
存
権
論
と
異
っ
て
、
空
想 

的
、
独
断
的
と
呼
ば
れ
.る
と
い
う
。
南
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
財
産
平
等
の
理 

想
、
メ
ン
ガ
ー
の
民
衆
的
労
働
国
家
に
お
け
る
生
存
権
の
高
調
に
同
感
を
示
し 

つ
つ
も
、「

唯
だ
、
マ
ル
サ
ス
が
其
の
昔
ゴ
ド
ヰ
ン
に
向
け
た
る『

人
口
法
則』

て
ふ
恐
る
べ
き
巨
砲
は
今
も
猶
ほ
、
寸
豪
も
渝
は
ら
ざ
る
偉
力
を
有
し
.つ
つ
あ 

る
所
以
を
思
ひ
、
之
れ
を
顧
み
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
生
存
権
論
は
到
底
一
個
.
.
 

のPhantasie

に
終
ら
ざ
る
な
き
を
得
る
や」

(

七
六
べ
.丨
ジ)

と

問

う

た

：。
■そ
.
 

し
て
南
の
持
つ「

学
問
的
な
或
る
反
抗
心」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
の
.ゴ
ド
、ウ
.
 

ィ
ン
の
翻
訳
と「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究」

は
つ
い
に
生
存
権
を
#
る
に
至
ら
.ず
、
 

「

人
口
法
則」

の
巨
砲
の
重
み
は
つ
い
に
南
を
し
て
そ
の
体
系
を>

 
ル
サ
ス
の
，
 

上
に
立
脚
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
'

:.

日
本
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
史(

続)

* 

氺 

氺

こ
の
年
に
は
、
続
：い
て
長
崎
高
商
教
授
伊
藤
久
秋
の
.「

マ
ル
サ
ス
人
口
論
の 

研
究」

(

昭
和
三
年
、
東
京
、
.丸
善
刊

菊

判
四

〇

二
べ
ー
ジ

)
が
現
わ
れ
た
。，
こ
れ 

は
同
題
の
論
文( 「

商
業
と
経
済」

S

S
第
八
年 
一ー

ニ
、

昭

和

ニ

年

十

一

月
及 

び
三
年
三
月

)

を
改
訂
し
た
も
の
で
、
原
典
に
忠
実
な
、
最
初
の
本
格
的
な
マ 

ル
サ
ス
研
究
書
と
.い
え
よ
ぅ
。
伊
藤
は
、「

人
口
の
原
理」

執
筆
の
動
機
、
内
容 

な
ど
を
詳
し
く
述
べ
た
後
、
第
一
篇
第
六
章「

平
等
社
会
の
批
評
丨
ゴ
ッ
ド
ウ 

ィ
ン
.其
他」

に
お
い
て
、

マ
ル
.サ
ス
の
、、コ
ド
ウ
ィ
ン
批
判
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
反 

論
.{Thoughts on...Dr. F

a
r

-ls...&pital sermo

'f
1
8
0
1

)

、

マ
ル
サ
ス
の
再
論
を 

紹
介
し
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
反
論
に
つ
，い
て
、「

恰
も
罪
皿
心
と
困
窮
と
を
救
済
策 

と
し
-
,て之
を
讃
美
す
る
こ
と
マ
ル
サ
ス
の
論
な
る
が
如
く
誤
解
せ
る
に
基
く
攻
.
 

撃」
(

一-四
'一
。へ
ー
ジ)

と
云
い
、
ま
た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
のp

r
u
d
e
n
c
e

の
考
え
を 

評
す
る
マ
ル
ザ
ス
の
論
に
つ
い
て
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
人
性
は
甚
だ
し
く
浄
化 

し
得
、

理
性
の
力
が
万
能
の
作
用
を
発
禪
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「

ゴ
ド
ウ
^
-
 

ン
、の
平
等
社
会
を
仮
定
し
な
が
ら
、
 

此
の
社
会
に
於
て
は
人
の
理
性
は
、
今
日 

程
：の
働
を
も
'な
さ
ず
、
人
の
本
能
よ
り
出
づ
る
と
こ
ろ
の
人
口
法
則
の
作
用 

は
、
更
に
今
日
よ
り
も
強
烈
に
加
は
り
来
た
る
べ
し
と
云
ふ
が
如
き
は
、
明
に
：
'

 

論
理
上
の
誤
謬
で
あ
る」

' (

一
四
.六
べ
ー
ジ)

と
ハ
ズ
リ
ッ
ト
に
な
ら
っ
て
指
摘 

し
て
い
る
。

さ
ら
に
第
二
篇
第
ニ
章「

マ
ル
サ
ス
の
批
評
家」

に
お
い
て
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の 

「

人
口
論」

.

.を
紹
介
し
、

独
断
、

誤
解
に
も
と
、つ
く
も
の
と
述
.ベ
た
。
そ
し
て 

こ
0 .「

、

口
論

」

.に

咐

せ

ら

れ

た
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九
七
三

)



’お
よ
び

'ブ

ー

ス
.が
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
と
彼
自
身

.へ
；の
反
論
に
対
し
て
：筆
を
と
っ
た 
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の
内
容
を
紹
介
、•批
判
し
.た
。

こ

う

し

て
.'
当

時

の

人

口

論

争

の

内

容
 

は
か
な
り
明
確
と

.な
っ
て
く
る

。
.

氺

.
 

*

 

*

一
九
三
ニ
年
•

(

昭
和
七
年)

に
は
、

一
九
二
九
年
来
発
表
さ
れ
た
論
文
が
ま 

と
め
ら
れ
、
吉
田
秀
夫「

経
済
学
説
研
究」

が
出
版
さ
れ
た
。
吉
田
は
、：
マ
ル 

,サ
ス
の
人
口
理
論
、
歴
史
理
論
、
経
済
理
論
の
三
者
は
密
接
不
可
離
に
一
体
系 

'

(

人
口
史
観)

を
形
成
す
る
と
い
う
こ
.と
と
、U

そ

の

理

論

は

地

主

.階

級

の

階

級

理 

論
で
あ
る
と
い
う
と
と
を
主
張
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

入
チ
ユ
ア
,

—

 

ト
、
タ
ゥ
ン
ゼ
ン
ト
な
ど
の
剽
窃
で
あ
っ
て
：「

兎
に
角
そ
れ
に
は
一
つ
の
独 

創
的
な
命
題
も
含
ま
れ
て
い
な
い」

(

一I

四
べ
ー
ジ)

と
断
定
す
る
。

そ
.し 

て

「

人
口
の
原
理」

の
各
版
の
.間
で

、

食#/
-
対

人

ロ

の

関

係

か

ら

出

発

す

る

と
 

い
う

根
本
思
想
に
は
何
ら
変
化
が
な

く

、

各
版
は
理
論
的
に
同
質
で
あ
る
と
い 

う
特
徴
的
な
見
解
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
南
亮
三
郎
が「

国
民
経
済 

雑
詰」

(

第
.五
四

卷
第
三
号
、

一
九
三
三
年

)

で
.反
論
，を
加
え
、

両
者
■の
間
で
論 

争
が
行
わ
れ
る
こ
と
.と
な
っ
た
が
、
吉
由
の
解
釈
で
は
、
人
口
増
加
の
妨

げ

ー

 

丨
罪
悪
、
窮
乏
、
道
徳
的
抑
制——

は
、
理
論
的
に
は
末
節
の
問
題
で
あ
る
。

r

四
〇

(

九
七
四)

( 「

大
倉
学
会
誌」

改
卷
第
一
.一
号
、r

九
三
三
年)

吉
田
は
、
人

口
と
食
物
の
墦

加

カ 

の
対
比
入
口
の
三
位
一
体
と
V

マ
.ル
サ
ス
，の
方
法
論
自
体
に
対
す
る
批
判 

に
急
で
あ
っ
て
'
ゴ

ド

ウ

ィ

ン
の
影
響
に
.ょ
る
道
徳
的
抑
刺
の
導
入
に
つ
い
て 

は
そ
の

'意
義
を
過
小
、評
価
し
て
い
た
。
彼
は
マ
：ル
サ
ス
に
対
す
る
鋭
い
批
判 

.者

.で
あ
る
が
、
さ

り

と
て
，ゴ
ド
ウ

イ

ン
に
好
意
的
で
も
な
い
。
.な
お
こ
の
書
の
.
 

第
一
章
第
一
一
節
は
.

「

英

国

に

於

：け.る
フ
ラ
ン
ス
革
命」

と
.題
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
取 

命
を
め
ぐ
る
プ
ラ
イ
ス
、
ペ
イ
ン
、
ゴ
ド
ウ

，イ
ン
の
論
争
を
紹

介

し

た

。

こ
れ 

は
、
こ
の
興
味
あ
る
時
代
の
興
味
あ
る
論
争
の
最
初
の
紹

介

で

あ

ろ

ぅ

。(

こ
の 

節
は
"
同
じ
題
でI.

九

三

一

年

に

「

大
倉
学
会
誌

」

第

四

卷第
一
一
号
に
発
表
さ
れ
た
。

)

つ
い
で
翌
年
.の
.
.一，.九
.三
三
年
に
は
、
吉
田
は「

マ
ル
サ
ス
批
判
.の
発
展」 

(

弘
文
堂
書
房)

を
出
し
て
南
の
批
判
に
.答
え
る
と
共
に
、
そ
の
第

一

章

を「『

人 

口
論』

を
繞
る
論
争」

.
と
な
'し
、
こ
れ
は
、
ゴ
ド
ウ

イ

ン

と
終
始
す
る
.

(

ボ
ナ
ー
ン 

人
口
論
争
を
三
期
に
'分
け
、

マ
ル
サ
ス
の「

人
口
原
理」

、
両

者

の

手

紙

、ゴ
ド 

ウ

ン

の

.

「

人
口
論」

.を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
' 

(

こ
の
章
は「『

人
口
論』

を

繞
る
論
争
—

.

『

平
等
主
義』

を
中
心
と
し
て

-」

と
題
さ
れ
て
、「

大

倉

学

会

.誌」

改
卷
第
一
号
，

(
一

九
三
三
年)

に
発
表
さ
れ
た
。

)

*

 

•.

氺 

氺

京
都
大
学
の
、
経
済
論
叢」

へ
が
マ
ル
サ
ス
生
誕
百
五
，十
年
を
祝
っ
て
マ
ル
サ 

ス
特
集
を
行
っ
て
か
ら
ニ
五
年
の
の
ち
、

一■九
三
四
年
に
は
小
樽
高
商
の「

商 

学
討
究」

(

第
九
卷
中
下
合
冊)

に
お
い
て「I

I

忌

マ
ル
サ
ス
研
究」

が
特
集 

さ
れ
、

マ
ル
サ
ス
研
究
は
さ
ら
に
前
進
す
る

と

と

と

な
っ
た
。
こ
の
内
容
は
、

マ
ル
サ
ス
と
現
代
の
人
口
問
題(

上
田
貞
次
郎)

、
経
済
学
史
上
に
於
け
る
マ
ル 

サ
ス
の
地
位(

堀
経
夫)

、
伊
太
利
に
於
け
る
マ
ル
サ
ス
の
先
駆
者(

手
塚
寿
郎)

、

マ
ル
サ
ス
と
其
の
社
会
経
済
史
的
背
景(

室
谷
賢
治
郎)

、

マ
ル
サ
ス
の
人
口
理 

論

(

南
亮
三
郎)

、

マ
ル
サ
ス
の
経
済
理
論
'

(

坂
本
弥
三
郎)

、
マ
ル
サ
ス
対
ゴ
ッ 

ド
ウ
ィ
ン
の
人
口
論
争(

伊
藤
久
秋)

、
マ
ル
サ
ス
対
リ
ヵ
ア
ド
オ
の
価
値
論
争 

(

大
野
純
一)

、
マ
ル
サ
ス
と
古
典
派
の
動
態
理
論(

高
橋
次
郎)

、

マ
ル
サ
ス
以 

後
の
人
口
理
論(

吉
田
秀
夫)

、
マ
ル
サ
ス
と
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
及
び
社
会
ダ
ー
ウ
牛 

ニ
ズ
ム(

小
泉
丹)

と
い
う
大
部
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
に
あ
っ
て
伊
藤
の
論
文
は
、
伊
藤
の
前
著
に
お
け
る
論
争
観
を
ひ
き 

つ
い
で
、「

綿
密
な
文
献
的
素
材
の
う
へ
に
明
徹
な
推
理
を
立
脚
せ
し
め
た
る
よ 

き
論
文
で
あ
る
。

」
(

南
亮
三
郎「

人
口
論
発
展
史」

一
九
三
六
年
、
一
九
二
。へ
ー
ジ) 

こ
れ
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン=

マ
ル
サ
ス
論
争
を
、
序
説
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
立
場
,' 

マ
ル
サ
ス
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
批
判
、
論
争
の
進
展
、
論
争
の
歴
史
的
意
義
、
と
た 

ど
り
’
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
を「

最
も
大
胆
な
る
形
而
上
学
者
に
匹
敵
す
る
程
の
経
験 

を
超
越
し
た
る
絶
対
的
教
義
の
建
設
に
傾
い
た」

と
な
し
、
こ
の
論
争
は「

ニ 

つ

の

異

な

る

頭

脳

の

争

」
「

二

つ

の

異

な

る

世

界

の

背

反

」

で

あ

る

と

強
！！

す 

る
。
南
は
、
マ
ル
サ
ス
は
道
徳
的
抑
制
を
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味 

で
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
説
の
信
奉
者
に
な
り
、.「

人
口
の
原
理」

の
ニ
版
以
後
は
、
 

道
徳
的
抑
制
が
，私
有
財
産
制
度
に
よ
っ
て
初
め
て
維
持
さ
れ
る
，が
ゆ

え

に
共

產 

主
義
を
非
難
し
た
と
し
て
、
初
版
の
対
立
と
ニ
版
以
後
.の
論
争
を
区
別
し
た 

(「

国
、民
経
済
雑
誌」

第
四
六
卷
第
，五
号)

が
、
伊
藤
は
こ
れ
に
つ
い
て
触
れ
、
私 

•

有
財
産
制
度
が
結
婚
を
抑
制
し
て
人
口
増
加
に
よ
る
社
会
'の
損
害
を
防
ぐ
と
い 

う
論
拠
は
初
版
に
お
い
て
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
ニ
版
以
後
ぃ
に
お
い
て 

も

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
マ
ル
サ
ス
の
論
拠
は
変
化
せ
ず
、
単
に
マ
ル
サ
ス
の 

攻
搫
力
が
減
じ
た
だ
け
だ
と
批
判
し
た
。
伊
藤
に
よ
れ
ば
、

マ
ル
サ
ス
と
ゴ
ド

日
本
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
史
，(

続)

ウ
ィ
：
ン
は
そ
の
.主
要
点
に
お
い
て
一
致
す
る
が
、
道
徳
的
抑
制
は
マ
ル
サ
ス
に
.
 

お
い
て
は
利
己
心
に
も
と
づ
き
調
節
的
作
用
を
認
め
る
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
、
 

両
者
の
対
立
は「

結
局
人
性
に
対
す
る
根
本
見
解
の
相
異
に
帰
着
す
る」

と
説 

く
。
さ
ら
に
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の「

人
口
論」

に
つ
い
て
蝕
れ
、.「

混
乱
と
矛
盾
の 

堆
積
に
過
ぎ
ず」

「

マ
ル
サ
ス
対
ゴ
ッ

ド
ウ
ィ
ン
の
論
争
の
中
か
ら
は
寧
ろ
削 

除
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の」

「『

論
争』

の
感
情
的
延
長
と
し
て
の
産
物」

と
非 

難
し
去
る
。
 

,
 

こ
の
論
争
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
伊
藤
は
、
マ
ル
サ
ス
の
"勝
利
"
を 

も
っ
て
、

_
由
主
義
経
済
学
の
強
化
、
楽
観
説
に
対
す
る
悲
観
説
の
勝
利
ノ 

「

形
而
上
学
,-
に
'対
す
る「

経
験」

の
勝
利
と
な
し
、
.
マ
ル
サ
ス
が
ス
ミ
ス
を 

離
れ
ゴ
ド—

ウ
ィ
ン
を
排
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
主
義
経
済
学
は
新
し
い
進 

路
-―

ベ
ン
サ
ム
，

_
_

の
上
に
置
か
れ
、
財
の
生
産
以
外
に
重
大
問
題
と
し
て
，
 

分
配
問
題
の
存
在
に
気
づ
い
た
新
時
代
の
関
心
を
反
映
し
て
、
経
済
学
の
視
野 

を
拡
大
す
る

一
.
転

期

と

な
っ

た
と
評
価
す
る
。

そ
し
て
、
L 

•ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン 

の
次
の
よ
ぅ
な
言
葉
を
引
い
て
そ
の
稿
を
終
る
。
.

―
「

こ
の
論
#

一
た
び
開 

.く
る
や
、
経
済
学
は
最
早
分
離
し
た
学
問
と
見
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ 

た
。
そ
の
学
説
は
当
時
の
ー
切
の
政
治
的
社
会
的
大
問
題
'に
参
加
し
た
。…

：
.
 

か
く
て
私
は
政
治
学
の
歴
史
に
お
け
る
と
同
じ
く
一 
新
時
代
の
生
誕
.に
臨
む
わ 

け
で
..あ
る
。

J: {Mlglisk. Thought in the Eighteenth 

Century'vol. II,

. 

3J V327.)

以
上
の
.よ
ぅ
に
、
伊
藤
は
前
著
に
引
き
続
き
こ
の
人
口
論
争
を
詳
細
に
展
開 

し
た
功
績
を
も
つ
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
評
価
は
消
極
的
で
あ
っ
て
、
マ 

ル
サ
ス
へ
の
影
響
も
重
要
視
せ
ず
、「

ゴ
ド
ウ
ィ
y-
'は
形
而
上
学
者
で
あ
り
、

.そ
の
全
傾
向
に
於
て
経
験
を
.超
越
し
、
.
.歴
史

を

蔑

視

し

た

。
：
：
.

…

ま

こ

と

に

彼

一
，
四一.

(

九
七
五

)



は
如
何
な
る
形
而
上
学
者
に
も
劣
ら
ざ
る
空
理
的
頭
脳
で
あ
る」

と
.い
づ

て

：
.い 

る
。
こ
う
し
て
、
人
口
論
争
は
形
而
上
学
と
経
験
の
対
立
と
な
り
、
彼
に
と
っ 

て
ゴ
ド
ウ
イ
.ン
.は
、
単
に
マ
ル
サ
ス
の
攻
撃
力
を
減
じ
さ
せ
た
だ
け
の
も
の
、
 

ま
た
経
済
学
を
経
験
盼
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
否
定
的
媒
介
に
す
ぎ
な
い
も
の 

で
あ

っ

た

.。

 

•

氺 

* 

*

以
上
の
ょ
う
に
、
人

0
論
史
研
究
上
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
イ
ン
論
は
大
正
.末
期 

•か
ら
昭
和
初
期
の
約
十
年
間
に
限
ら
れ
"
そ

の

後

は

戦

争

，の

影

響

も

あ

っ

て

.
研 

究
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
以
上
を
通
観
す
る
と
、
日
本
に
お
け
る
ゴ
•ド
ウ
イ 

ン
研
究
は
、
マ
ル
サ
ス
と
の
人
口
論
争
研
究
.の
分
野
に
お
い
て
最
も
活
発
で
あ 

っ
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
ま
と
ま
っ
た
ゴ
ド
ウ
イ
ン
.論
は
生
ま
れ
な
か
っ
た 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
福
田
は
社
会
政
策
論
の
立
場
か
ら
ゴ
ド
ウ
イ
ン
の
生
存 

権
説
を
論
じ
た
が
、
こ
れ
’は
一
面
的
な
議
論
で
あ
る
し
、一

般
に
は
、
‘ゴ
ド
ウ 

イ
ン
を
社
会
主
義
的
人
口
論
の
先
駆
と
し
て
そ
の
理
想
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
 

人
口
論
と
し
て
は
実
証
性
を
欠
く
空
論
.に
過
ぎ
ず
と
批
判
す
る
説
が
多
か
っ 

た
。
そ
こ
で
人
口
論
争
そ
の
も
の
は
、
社
会
改
革
に
お
け
る
人
口
問
題
の
重
要 

性
を
教
え
経
済
学
を
発
展
せ
し
め
る
に
功
が
あ
っ
た
と
し
て
、.
マ
ル
サ
.ス
の
f 

羽
を
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
あ
.っ
て
、
断
片
的
.な
が
ら
も
ゴ
ド

ウ
イ
ン
の
空
想
に
賛
意
を
表
し
た
津
田
の
論
文
は
、
異
色
の
も
の
■と
い
え
ょ

う
。' 

.
■
-
ン
.

.

-
.

そ
れ
で
は
こ
の
論
争
の
意
義
は
、
単
に
経
済
学
を
前
進
さ
せ
た
だ
け
で
あ
ろ 

う
か
。
今
日
ふ
り
返
っ
て
み
.て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
論
争
の
中
か
ら
、
次
の
.点 

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

I

四一

一(

九
七
六)

一
、
こ
の
論
争
は
、
産
業
革
命
の
進
展
を
背
景
に
、
貧
困
、
苦
況
、
道
徳
的 

頹
廃
の
問
題
を
中
心
の
課
題
と
し
、
資
本
主
義
の
矛
盾
を
そ
の
直
接
の
'対 

象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ミ
ス
以
後
の
_
代)

を
明
白
に
特
徴
づ
け
て 

い
る
。

ニ
、
こ
の
論
争
は
、
.「

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
革
命」

と
い
う
激
し 

い
対
立
の
時
代
を
背
景
に
、
急
i

義
的
人
ロ
？

S

的
人
口
論
の
尖 

•

鋭
な
对
立
の
原
型
を
形
成
し
て
い
る
。

：

.

こ
の
場
合
急
進
主
義
的
人
口
論
と
い
う
の
は
、
人
間
性
は
可
変
で
あ
り
生
産 

力
は
急
激
.に
増
大
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
マ
ル
サ
ス
の
言
う
よ
う
な
人 

ロ
法
則
は
貧
困
の
原
因
た
，り
え
ず
、
主
と
し
て
社
会
制
度
の
■変
苹
に
よ
っ
て
貧 

困
の
問
題
は
解
決
さ
れ
る
と
す
る
も
.の
で
、
社
会
主
義
の
人
口
論
は
ほ
と
ん
ど 

こ
れ
に
属
す
る
。

.こ
れ
に
対
し
超
越
的
人
口
論
と
い
う
の
は
、
逆
に
食
糧
■

(

生
活
資
料)

と

人 

ロ
を
超
越
的
に
対
比
し
、
人
間
性
の
不
変
と
生
産
力
は
急
激
に
発
展
し
え
な
い 

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
貧
困
の
社
会
的
原
因
を
見
な
い
も
の
を
い
う
。
 

マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
は
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
に
比
す
る
時
、
表
面
上
は
確
か
に
〃
経 

験
的
"
"実
証
的
"
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
超
越
的
方
法
に
よ
っ
た
た
め
、
 

貧
困
お
よ
び
過
剰
人
.ロ
の
歴
史
的
社
会
的
性
格
を
お
お
.い
か
く
し
、
既
成
秩
序 

と
支
配
階
級
を
擁
護
す
る
た
め
の
、
全
く
非
科
学
的
.な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
比
す
る
と
ゴ
ド
ゥ
.ィ
ゾ
の
人
口
論
は
、
彼
が
経
.済
学
者
で
は
な
か
っ 

た
.た
め
人
口
の
実
証
的
分
析
の
手
法
に
お
い
て
は
マ
ル
サ
ス
.に
劣
る
と
は
い
い 

な
が
ら
、
貧
困
と
私
有
財
産
制
度
.の
因
果
関
係
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴 

史
的
人
ロ
理
論
の
方
法
を
準
，備
し
、共
産
主
義
社
会
の
•生
産
力
の
飛
躍
的
発
展
、

人
間
性
の
変
革
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
そ
の
後
の
社
会
主
義
的
人
口
理

論
の
原
型
を
確
立
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
るV

N
。

'ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
致
命
的
な
欠

陥
は
い
う
ま
で
も
な
く
資
本
主
義
の
経
済
的
分
析
の
欠
如
で
あ
る
が
、
こ
の
点

を
補
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
人
口
論
も
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
同
じ
く
、
将
来
の
生

(

注 
2)

.

産
力
の
.発
展
と
人
間
性
の
変
革
、
道
徳
的
抑
制
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
.

注(

1)

戦
後
に
お
い
て
こ
の
人
口
論
争
を
独
自
な
角
度
か
ら
扱
っ
た
も
の
と
し 

て
内
田
義
彦
の「

古
典
学
派
.の
.完
成
-
^
—マ
ル
サ
ス
•
ゴッドウィシ論命

I 

|」
(

同

著「

経

済

学

史

講

義

」

，
未

来

社

、

一
九
六
一
年
所
収

)

が
あ
る
。
内
相 

は
こ
の
論
争
を
リ
カ
ー
ド
ゥ
研
究
の
一
部
と
し
て
と
ら
え
、.そ
れ
に
.ょ
れ
ば
、

*-
1ス
ミ
ス
の
中
の
小
生
産
者
的
要
素
、
歴
史
的
自
然
法
の
要
素
、
ヒ
.ユー

マ
-
ス 

テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
は
、
こ
の
段
階
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
手
か
ら
は
な
れ
て
、
 

小
生
産
者
的
無
政
府
主
義
の
思
想
と
し
て
う
け
つ
が
れ
て
く
る」

(一

一
五
六
ベ 

丨
ジ)

、「

こ
れ
に
対
す
る
マ
ル
サ
ス
の
挑
戦
は
、
資
本
制
を
自
明
な
も
の
と
す 

る
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
に
自
然
法
の
論
理
を
引
渡
し
た
も
の」

(

ニ
六
八
べ
ー
ジ

) 

で
、「

そ
の
限
り
、
リ
カー

ド
ゥ
は
マ
ル
サ
ス
の
結
論
を
出
発
点
に
し
て
い
る 

…
…

但
し
、
そ
.の
上
で
、
対
立
が
生
じ
る
。…

…

リ
カ
ー
ド
ゥ
に
と
っ
て
は
，

ゴ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
流
の
無
政
府
主
義
卩
資
本
家
的
所
有
の
否
定
で
も
な
く
、
マ
ル 

サ
ス
流
の
現
状
容
認
で
も
な
く
、
地
主
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
高
い
穀 

.物
関
税
の
撤
廃
と
、
そ
の
た
め
の
議
会
改
革
こ
そ
が
、
と
ら
れ
る
べ
き
政
策
で 

あ
り
、…

…

リ
カ
ー
ド
ゥ
の
理
論
は
、
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
•
マ
ル
サ
ス
理
論
の
両
面 

批
判
を
ふ
く
ん
で
い
る
。」

た
だ
し
こ
こ
で
は
' 
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
菡
本
思
想
は 

:

自
然
法
で
は
な
く
功
利
主
義
で
あ
る
こ
と
、
マ
ル
サ
ス
は
必
ず
し
も
現
状
容
認 

で
は
な
く
、
救
貧
法
批
判
に
と
ど
ま
ら
ず
、「

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
の
諸
矛
盾

日
本
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
史(

続)

.

を
暴
露
す
る
こ
と
に
興
味
を
も
.つ
た」
■(
マ
ル
ク
ス「

剰
余
価
値
学
説
史」

第 

-*
.一一.巻)

こ
.と
を
.注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。

(

2)

拙
著「

ウ
イ
リ
ア
ム
•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究」

(
一
九
六
四
年)

、

一
八
四
'•へ

—

ジ
'

四

三

(

九
七
七)


